
学校環境整備 （小中学校トイレ洋式化） （教育委員会事務局）

１．事業概要・経緯

生活様式の変化に伴い、家庭などにおいては洋式トイレが一般的となっており、一日の大半を学校で過ごす児童・生徒がトイレを我慢することがないようにするため、また避難所
として高齢者や身体の不自由な方が利用しやすい施設とするため、小中学校において児童生徒が使用するトイレを洋式化するもの。

２．現状
総合振興計画実施計画（令和３年度〜令和７年度）において、令和７年度までに小中学校のトイレ洋式化率90％達成することを最終目標としている。トイレ改修工
事を実施する建設局と調整し、最大限可能となる校数で工事を発注した結果、令和３年度28校、令和４年度24校、令和５年度23校でトイレ改修工事を実施し、各年
度で目標とする洋式化率を達成してきた。令和６年度においても21校でトイレ改修工事を実施し、目標の86.5％を上回る88.3％を達成できる見込みである。

３．課題・論点
令和7年度で目標90％を達成する見込みであるが、洋式化未達成の学校においては、洋式トイレに集中してしまったり、排泄を我慢してしまうなど健康上の課題があり、引き
続きトイレ洋式化を推進する必要がある。
今後は、整備状況に応じて修繕等での対応も含めて令和10年度までに小中学校トイレ洋式化率100％を目標とする。

４．要求の内容
■令和７年度当初要求額 79,706千円
（特定財源33,100千円）
<内訳>
・老朽化修繕 43,893千円
老朽化した便器を修繕し、あわせて洋式化するもの
小学校２校 中学校２校

・工事実施設計業務及び設計に伴う調査 35,813千円（市債33,100千円）
トイレ改修工事のための設計及び設計に必要となる調査
小学校5校 中学校2校

■令和７年２月補正予算要求額 2,664,092千円
（特定財源2,664,092千円）
工事請負費は繰り越し、令和７年度に工事実施予定
<内訳>
・トイレ改修工事 2,644,092千円
国庫補助金 412,182千円(学校施設環境改善交付金)
市債 2,231,000千円
その他財源 910千円(施設光熱水費等負担金)
自動水栓化等を含むトイレ改修工事
小学校８校 中学校13校

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率 校数 洋式化率

小学校 20校 75.6% 18校 80.6% 17校 85.8% 15校 89.4% 10校 91.6% 14校 95.6% 12校 98.1% 4校 100.0%

中学校 8校 77.0% 6校 80.2% 6校 83.5% 6校 86.0% 15校 91.3% 10校 95.2% 11校 98.2% 3校 100.0%

合計 28校 76.1% 24校 80.5% 23校 85.0% 21校 88.3% 25校 91.5% 24校 95.5% 23校 98.1% 7校 100.0%

５．業務全体スケジュール
※リフレッシュ工事及び義務教育学校の改修と合わせて洋式化

令和7年1月8日
教育委員会事務局管理部
学校施設管理課
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学校環境整備（小中学校体育館空調整備）（教育委員会事務局）

１．事業の概要
近年の夏季の気温上昇に伴い、良好な教育環境を確保するとともに、災害時の避難所機能の強化を目的として、小中学校の空調設備の整備を行うもの。
２．現状・課題
＜現状＞
中学校の体育館に令和４年度から空調設備を整備しており、令和７年度までに全58校に設置が完了する見込み。
また、小学校の体育館、特別教室への空調設備の新規整備、小中学校の普通教室、管理諸室等の老朽化した空調設備の更新について、令和４年度から令和５

年度にかけてＰＦＩ等導入可能性調査を実施した。
＜課題＞
小学校全104校の体育館について、空調設備が未整備であり、全校の設計及び工事を行うには膨大な事業費と時間を要する。

● 令和７年度にＶＦＭ再検討業務を実施し、既存の空調設備の更新と小学校の特別教室への新規整備も含めた全体の整備方針を決定する。
● 小学校の体育館への空調設備の整備について、 の活用により、ＰＦＩによる整備に先行して

令和８年度から令和10年度までに各区１校に整備する予定。併せて、令和８年度に特別支援学校１校の体育館へ空調設備を整備する予定。
空調設備整備臨時特例交付金

令和７年度当初予算要求額︓１，３１１，８５７千円
＜内訳＞
・ＰＦＩ等導入可能性調査修正業務／小学校・中学校
・体育館空調設備設置工事／中学校15校
・体育館空調賃貸借／中学校１校

事業費
3,928千円

1,301,869千円
6,060千円

一般財源
3,928千円
1,619千円
6,060千円

令和７年２月補正予算要求額︓４２，７０８千円
＜内訳＞
・空調設置実施設計業務／小学校９校・特別支援学校１校
・空調設置実施設計業務に伴う調査業務／小学校８校

事業費
41,100千円
1,608千円

一般財源
0千円

1,608千円

３．要求の内容

※R8〜R10に先行整備予定の小学校について、直近にリフレッシュ工事で改修や解体を予定している学校は、リース方式で整備する予定。
※特別支援学校１校について、R7(R7.2月補正)に実施設計を行い、R8(R8.2月補正)に工事を行う予定。

工事 7校
(完了)

工事 18校
(完了)

工事 17校
(実施中)

工 事 15校
リース １校
(R7当初)

９校
(R7.2月補正)

工 事 ９校
(R8.2月補正) 工事 10校

(R10.2月補正)リース １校
(R8当初)

９校
(R8当初)

10校
(R9当初)
工 事 ９校
(R9.2月補正)
リース １校
(R9当初)

PFI等導入可能性調査(完了) 庁内検討(実施中) 事業者公募・選定 設計期間
（１年間） 施工期間（３年間） 維持管理期間

●
整
備
方
針
決
定

●
事
業
者
決
定 リフレッシュ工事対象校 施工期間

（計 30校）

（計 63校）

（計 10校）

令和７年１月８日
教育委員会事務局管理部

学校施設整備課


